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広報によど川 9 月号 （ 2

洪洪
水水
かか
らら
下下
流流
域域
をを
守守
るる
大大
渡渡
ダダ
ムム

大
渡
ダ
ム
築
二
十
年

大
渡
ダ
ム
は
、
昭
和
四
十
一
年
四
月
に
調

査
事
務
所
が
開
設
さ
れ
、
昭
和
四
十
三
年

に
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
二
十
一

年
後
の
昭
和
六
十
二
年
五
月
に
完
成
し
、

完
成
か
ら
現
在
ま
で
二
十
年
が
過
ぎ
て
い

ま
す
。
大
渡
ダ
ム
の
目
的
は
、「
洪
水
調
節
」、

「
不
特
定
か
ん
が
い
用
水
」、「
水
道
用
水
」、

「
発
電
」
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
仁
淀
川
町
に
最
も
関
係
が
あ
る

「
洪
水
調
節
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

大
渡
ダ
ム
の
大
き
さ
は
？

貯
水
容
量
は
六
千
六
百
万
立
米
で
東
京

ド
ー
ム
五
十
三
杯
分
に
な
り
ま
す
。
ダ
ム

の
高
さ
は
九
十
六
メ
ー
ト
ル
、
堤
頂
の
長

さ
三
百
二
十
五
メ
ー
ト
ル
で
す
。湖畔は『茶霧湖

さ ぎ り こ

』と呼ばれています。
名前の由来は、「ダム周辺をとりまく
茶畑と、白い霧とのコントラスト」から
という理由で茶霧湖と付きました。

洪水調節の仕組み

洪水が終わった後は、下
流域が被害を受けないよう、安
全な量だけを少しずつ流しま
す。

ダムへ入ってくる水量がど
んどん増えて毎秒2,100„以上に
なったとき、洪水調節を開始します。
増えた水量を一時的にダムに貯
め、放流量を抑えることで洪水調節
します。

台風が接近し、大雨が降
ると予想される時は、ダムの放
流を開始し、あらかじめ水位を
下げて洪水調節に備えます。
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洪水年月日 最大流入量
（„/s)

最大放流量
（„/s)

洪水調節量
（„/s) 発生原因

平成16年６月21日
平成16年８月30日
平成16年９月７日
平成16年９月29日
平成16年10月20日
平成17年９月６日
平成19年７月14日

3 ） 広報によど川 9 月号

ダ
ム
完
成
後
最
大
の
洪
水
は

平
成
十
七
年
台
風
十
四
号

下
の
表
の
よ
う
に
大
渡
ダ
ム
は

台
風
な
ど
の
大
雨
の
時
に
下
流
域

の
被
害
を
軽
減
す
る
よ
う
に
水
量

を
調
節
し
て
い
ま
す
。
ダ
ム
に
流

れ
込
ん
で
く
る
水
量
以
上
に
放
流

を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最

大
の
調
節
量
は
毎
秒
約
千
五
百
立

米
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ダ
ム
の
上
部
に
あ
る
赤

い
四
つ
の
ゲ
ー
ト
（
ク
レ
ス
ト
ゲ

ー
ト
）
は
異
常
洪
水
時
に
、
ダ
ム

の
天
端
か
ら
の
越
流
を
防
ぎ
下
流

の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
非
常

用
ゲ
ー
ト
で
す
が
、
ダ
ム
完
成
か

ら
二
十
年
経
ち
ま
す
が
、
こ
の
ゲ

ー
ト
か
ら
放
流
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

プ
ー
ル
に
例
え
る
と

平
成
十
六
年
の
台
風
十
六
号
洪

水
の
水
量
を
、
小
学
校
の
二
十
五

メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
（
長
さ
二
十
五

メ
ー
ト
ル
×
幅
十
三
メ
ー
ト
ル
×

深
さ
一
メ
ー
ト
ル
）に
例
え
る
と
、

一
秒
間
に
約
十
四
杯
分
の
水
量
が

ダ
ム
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
内
、
約
四
杯
分
を
ダ
ム
に

貯
水
し
、
残
り
約
十
杯
分
の
水
量

を
放
流
し
て
、
下
流
域
の
洪
水
に

よ
る
被
害
を
お
さ
え
ま
し
た
。

近年の洪水調節

2,317 
4,463 
2,602 
2,751 
4,491 
4,655
3,202

2,195 
3,155 
2,305 
2,380 
3,160 
3,230
2,622

135 
1,445 
297 
371 
1,331 
1,462
607

台風6号
台風16号
台風18号
台風21号
台風23号
台風14号

台風4号･梅雨前線
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広報によど川 9 月号 （ 4

運
行
開
始
か
ら
二
週
間
を
過
ぎ

た
八
月
下
旬
、
沢
渡
線
、
岩
柄
線

に
乗
車
さ
れ
た
方
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

沢
渡
線
に
は
五
人
の
女
性
（
い

ず
れ
も
七
十
代
）
が
、
岩
柄
線
に

は
男
性
一
人
（
七
十
代
）、
女
性

が
六
人
（
七
十
代
二
人
、
八
十
代

四
人
）
が
乗
車
さ
れ
ま
し
た
。

「
昔
か
ら
、小
さ
な
集
落
ま
で
入

っ
て
く
れ
る
バ
ス
が
あ
れ
ば
、と
思
い

続
け
て
い
た
。夢
で
終
わ
る
か
と
思

っ
た
と
こ
ろ
、現
実
と
な
っ
た
。運
転

免
許
を
持
っ
て
な
い
者
に
と
っ
て
は

本
当
に
あ
り
が
た
い
」「
住
民
に
と

っ
て
最
高
の
足
が
で
き
ま
し
た
。バ

ス
を
利
用
し
て
定
期
的
に
病
院
に

行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」「
心

強
い
。助
か
る
。今
ま
で
よ
り
も
出

掛
け
る
回
数
が

増
え
る
か
も
」な

ど
、交
通
の
便
が

悪
い
集
落
の
住

民
の
方
に
は
大

変
喜
ば
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

「
運
転
手
さ

ん
が
親
切
。
良

く
し
て
も
ら
っ

て
う
れ
し
い

し
、
安
心
で
き

る
」
と
い
っ
た

声
も
。
顔
見
知

り
の
方
々
が
一

台
の
バ
ス
に
乗

り
合
わ
せ
、
和

や
か
に
話
を
弾

ま
せ
な
が
ら
目

的
地
ま
で
行
く

―
こ
れ
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
一
環
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
運
行
経
路
上
で
あ
れ

ば
、
バ
ス
停
以
外
の
場

所
で
も
乗
り
降
り
自
由

で
す
（
た
だ
し
国
道
33

号
お
よ
び
439
号
で
は
既

存
の
バ
ス
停
で
）
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○上 沢渡線・大見槍で乗車される方々、ご近所で誘い
合ってバスを利用しています。「今日は森の病院と農

協へ行きゆう」という方が3人いました　○右 岩柄線の
堀切で下車する方々。「ありがとう」と心のこもった

言葉が自然に出ます

通院や買い物便に不自由している高齢者らに利用してもらおうと、8月6日からコミュニ
ティバスの運行が始まりました。
町内ほとんどの集落から、池川方面は土居を、仁淀方面は森を経由して大崎に至る30路

線で、週1回（1路線のみ隔週）の運行となっています。

「外出しやすくなった」



消防団夏季大会

5 ） 広報によど川 9 月号

６
競
技
で
消
防
技
術
を
競
う

競技の結果

小型ポンプ操法
１位　森分団 ２位　池川分団 ３位　寺村分団
ポンプ車操法
１位　池川分団 ２位　森分団
早出し放水競技
１位　中津分団 ２位　長者分団 ３位　池川分団
早掛け競技
１位　泉川分団 ２位　用居分団 ３位　大崎分団
中継競技
１位　高瀬・沢渡・別枝分団 ２位　大崎分団
３位　狩山・用居・安居分団
缶送り競技
１位　池川分団 ２位　名野川分団 ３位　川渡分団

八
月
五
日
、
消
防
団
夏
季
大
会
が
炎
天
下
の
中
、
二
百
三
十
四
人
の

団
員
と
消
防
関
係
者
、
藤
�
富
士
登
町
長
や
橋
本
眞
一
町
議
会
議
長
ら

が
出
席
し
て
、
仁
淀
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

服
装
お
よ
び
機
械
器
具
点
検
や
分
列
行
進
な
ど
の
後
、
小
型
ポ
ン
プ

操
法
な
ど
六
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

各
分
団
員
は
、
数
カ
月
前
か
ら
訓
練
を
重
ね
て
き
て
お
り
、
気
合
い

の
入
っ
た
掛
け
声
と
き
び
き
び
と
し
た
動
作
で
競
技
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

な
お
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
一
位
の
森
分
団
と
、
ポ
ン
プ
車
操
法
一
位

の
池
川
分
団
は
、
十
月
に
県
消
防
学
校
（
い
の
町
）
で
行
わ
れ
る
県
消

防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

ポ
ン
プ
車
操
法

缶
送
り
競
技

森
分
団
と
池
川
分
団
が
県
大
会
へ

住宅火災を防ぐ勇気ある行動に感謝状
掛水洸輝君（吾川中３年）に高吾北消防本部と佐川署から

住宅火災を未然に防止したとして、吾川中学校３年生の
掛水洸輝君（川口住宅）に、８月13日、高吾北消防本部と
佐川警察署から感謝状が贈られました。
掛水君は７月25日午後４時ごろ、町内の公営住宅２階か

ら煙が出ているのを近所の人たちと発見し、近くにあった
はしごを窓に掛けて室内に入りました。住人は鍋を火に掛
けたまま外出しており、室内には煙が充満していましたが、
掛水君は素早くこんろの火を消し、ガスの元栓を閉め、火
事を未然に防ぎました。
越知町の高吾北消防本部で、西森勇幸消防長と村上守佐

川警察署長から感謝状を受けた掛水君は「部屋に入り、早
く火元を探さなければ、と必死でした。近所に被害がなく
て良かった」と当時を振り返り、感謝状については「うれ
しいです」と話していました。感謝状を受けた掛水洸輝君


